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を 「実」 とす れ ばか くされて いる図形 は
「虚」である。
エッシャーの作品にも同じ様に実と虚の関
係 を見ることが出来 る。葛飾北斎 も絵手本に
「ね じ麻 の葉」 「六 ッ手の万字」など数多 く
の例 をあげている。 これに対 してバザル リー
はその作品ビネールの中で,図 形 と地が反転
した時に元の図形 と著しく異 って見えること
を明 らか にしているが,イ スラムのタイルと
同様虚 と実の関係 は存在する。
パ ナマの クナ族 の間 に行われている 「モ











れて折 った り,ひねった りすると隙間の効果
で流動的な美しさのある立体造形が出来 る。





和風建築の特徴を最 もよくあ らわ している
格子は,通風,採 光に有効であ りながら外部
からの視線を遮 る機能を持 っている。格子の
組子は実であ り,隙間は虚である。 その実 と
虚で構成 されるデザインは変化に富み,京 格
子,奈 良格子,倉 敷格子な ど地方による特徴,
親格子 と子格子の組合せの変化,構 成材の太
細の組合せ,町 屋,武 家,社 寺など建物の性 鹽
格の違いによるデザインの変化や或は米屋格
子,酒 屋格子,糸 屋格子など商いの種類 によ
る独特のデザインなど先人の工夫が見 られる




日本の格子 と同様 の機能 をもっている。イス
ラム建築のモスク,メ ドレセにも幾何学的デ
ザインの組子で構成された同様のものが見 ら
れる。外部か らの視線 を遮 るには 「実」が要
求され,通風,採 光には 「隙間」が必要 とな
る。一方室内側か ら外部 を見 るた めに 「隙













隙間は空調,吸 音,採 光な どの機能上の必要







の リズ ミカルなデザイン効果 を得 られよう。
パ リのアラブ世界研究所の窓にはカメラの





















ルで構成 され,メ タルの隙間の作 る透明感 に
よって軽快 な造形が作 り出されている。
梱包 に革命をもたらした発泡スチロールは
その内部 に梱包 しようとする物品に応 じた隙
間を形成 し,こ 〉に物品をっ 〉み込んで衝撃








砂 に埋め,溶 融金属 を注入すると発泡スチロ
ールはガス となって消滅 し,残った隙間に金









境 には隙間 をもった多 くのデザインが存在す
る。「モラ」やエッシャーの作品では隙間は





実体 と隙間(実 と虚)の バランスが美しい
デザインの基礎であり,エ ッシャーの様 に虚
の中に実を見る複眼的思考が新 らしいデザイ
ンの発想 につながるのではないか。
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